





























































み - カゴ - 針葉樹」や、縄文時代の東北地方などにお
ける晩期の「広義の網代編み（体部ザル目編みの類、












































カヤネズミがいる [ 小海途・和田 2011、杉山 1942、



















































































































1）土器起源論でカゴ類に注目したり [ 小林 2002]、織物起
源論で編布を取り上げたりする例 [ 鏡山 1972] はあるが、
編物そのものの起源について研究しようとする例はほと
んどない。





3）フィクションの話であるが、500 万年後から 2 億年後
の地球の姿を描いた『フューチャー・イズ・ワイルド』
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